
今後の市立幼稚園の方向性
＜保育年限＞
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資料：令和元年度学校基本調査
園数は、国立・公立・私立幼稚園合計数

■第１回協議会要旨（委員からの意見）
・市立幼稚園の１年保育は、全国の状況と相違がある。
・１年保育は保護者ニーズと相違があるのではないか。
・１年でどんな保育ができるのか。偏りがあるのではないか。

○全国の状況

○市立幼稚園の現状

・東山幼稚園のみ３年保育を実施

・その他（１３園）は５歳児のみの１年保育

資料３

＜協議の視点 ３＞

○子どもの育ちを保障する観点から、１年保育・複数年保育の各々のメリット・
デメリットは何か。

○子どもの育ち（個や集団での育ち）を保障することにつなげるため、市立幼
稚園の保育年限は現状のままでよいか。
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